
令和3年7月28日、女性と防災の会代表の小國恵子さんを講師に迎え、

コムズで学びなおし講座の第三回目を開催しました。

ワークショップを通して、「避難所の騒音・防犯に関する問題」や

「トイレ等の衛生面を保つ方法」などについて話し合いました。もしも

の時いかにして自分・家族・地域を守るのか、西日本豪雨災害の支援を

経験した小國さんから学び、深く考える講座となりました。

第三回 報告 災害時 みんなの命と
暮らしを守るために

講座で使用した資料の一部

アンケート結果と参加者の感想

実際の現場での状況を写真付きで説明してくださったので、とても説得力がありました。私も、災害
に備えての「あんしんアルバム」・防災風呂敷の講座を実施しておりますので、その際に参加者の方
にお伝えできる内容が増えました。(50代/女性)

過去に起こった大災害について、女性の方が多く犠牲になっているなど知らないことがあり驚きまし
た。３年前の西日本豪雨災害での野村町や吉田町の避難所の様子を聞いて、これからの自分の暮らし
方について考えるよい機会になりました。自分も防災士としてもっと頑張らなければと思います。」
(60代/女性)

防災ハザードマップについて

松山市では東日本大震災以降、南海トラフ巨大地
震の被害想定が公表されたことや、防災に関する法
律や制度が改正されたことなどを踏まえ、「まつや
ま防災マップ」の改訂版を作成し、市内全戸配布し
ています。右図が講座で紹介されたハザードマップ
の一部です。いつでもすぐに繰り返し見られるよう、
分かりやすい場所に保管しておきましょう。


